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一
般
会
計
決
算
の
概
要

平成19年度 平成19年度 平成19年度 歳入　74億9963万円

町債 
5億9050万円 

繰入金 
4億6522万円 

自主 
財源 依存 

財源 

町税 
21億56万円 

地方交付税 
21億2287万円 

その他自主財源　9億287万円  
　使用料・手数料　　　　1億5997万円　　諸収入　　　1億5789万円　　
　分担金・負担金　　　　1億3381万円　　繰越金　　　3億2920万円　　
　財産収入　　　　　　　1億 352万円　　 
　寄付金　　　　　　　　 1848万円 

国庫支出金 
5億2752万円 

県支出金 
3億7134万円 

その他依存財源　4億1875万円  
　地方消費税交付金　　1億5822万円　　 
　地方特例交付金　　　　 1402万円　　地方譲与税　　　　　 8645万円 
　自動車取得税交付金　　 4760万円　　ゴルフ場利用税交付金　 7054万円 
　利子割交付金　　　　 　1136万円　　株式等譲渡所得割交付金 1128万円 
　交通安全対策特別交付金 316万円　　配当割交付金　　　　　 1612万円 

固定資産税　10億 921万円 
町民税　　　 9億2481万円 
たばこ税　　 1億2708万円 
軽自動車税　 3946万円 

歳
入
の
状
況

自
主
財
源

依
存
財
源

町　税　町が賦課徴収する税金
繰入金 おもに基金（町が蓄えている
貯金）を取り崩したお金
地方交付税 町の面積や人口など自治
体の規模に応じて国から配分される
お金
町 債 大きな事業を行うために町が
国などから借り入れるお金
国庫支出金・県支出金 特定の事業の
財源として国・県から交付されるお金

用語の説明（歳入）平
成
19
年
度
の
収
入
と
支
出
の
状
況
を
示
し

た
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
町
税
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
、
ど
う
い
う
事
業
が
行
わ
れ
た
の
か
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

本
町
は
、
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
一
般
会
計

と
特
別
会
計
を
合
算
す
る
と
、
歳
入
が
１
３
９

億
８
８
０
６
万
円
で
、
歳
出
が
１
３
９
億
３
２

５
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
は
歳
入
が
74
億
９
９

６
３
万
円
で
、
歳
出
が
74
億
９
３
８
万
円
と
な

り
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と
９
０
２
５

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
９
０
２
５
万
円
の
う
ち
、
４
７
７
０
万

円
は
平
成
20
年
度
に
引
き
続
い
て
実
施
す
る
事

業
の
財
源
と
し
て
差
し
引
く
と
、
実
質
的
な
収

支
は
４
２
５
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

町
に
、
ど
の
よ
う
な
お
金
が
入
っ
て
き
た
の

か
を
説
明
し
ま
す
。

自
主
財
源
（
町
税
な
ど
本
町
が
徴
収
し
た
収

入
）
の
合
計
は
34
億
６
８
６
５
万
円
で
歳
入
の

約
46
％
を
占
め
、
こ
の
う
ち
町
民
税
や
固
定
資

産
税
な
ど
の
町
税
が
21
億
56
万
円
で
歳
入
の
約

28
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
町
民
税
は
９
億
２
４
８
１
万
円
で
個

人
と
法
人
と
に
区
分
す
る
と
、
個
人
が
７
億
９

４
９
８
万
円
で
、
法
人
が
１
億
２
９
８
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
固
定
資
産
税
は
10
億
９
２
１

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
繰
入
金
の
４
億
６
５
２
２
万
円
は
基
金

（
町
が
蓄
え
て
い
る
貯
金
）
を
取
り
崩
し
た
額

で
あ
り
、
歳
入
の
約
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

基
金
の
平
成
19
年
度
末
で
の
残
高
は
44
億
７
９

５
３
万
円
と
な
り
、
平
成
18
年
度
末
と
比
較
す

る
と
３
億
６
８
６
３
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。依

存
財
源
（
国
や
県
が
徴
収
し
て
本
町
に
分

配
さ
れ
た
財
源
）
の
合
計
は
40
億
３
０
９
８
万

円
で
歳
入
の
約
54
％
を
占
め
、
こ
の
う
ち
地
方

交
付
税
（
人
口
な
ど
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
収

入
）
が
21
億
２
２
８
７
万
円
で
、
歳
入
の
約

28
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
町
債
（
町
の
借
金
）
は
、
５
億
９
０
５

０
万
円
で
約
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
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歳
出
の
状
況

歳出　74億938万円

民生費 
20億1161万円 

教育費 
14億5986万円 

衛生費 
11億2781万円 

公債費 
9億6381万円 

総務費 
8億4480万円 

消防費 
4億3678万円 

土木費 
3億2802万円 

議会費 
8180万円 

災害復旧費 
232万円 

商工費 
2271万円 

農林水産業費 
1億2986万円 

補
助
費
等

繰
出
金

扶
助
費

公
債
費

普
通
建
設
事
業
費

区　　　　　分 決　算　額

義務的経費 31億6297万円

人　　件　　費 14億5433万円

扶　　助　　費 7億4483万円

公　　債　　費 9億6381万円

投資的経費 10億5287万円

普通建設事業費 10億5287万円

その他の経費 31億9354万円

物　　件　　費 11億5824万円

繰　　出　　金 7億1262万円

補　助　費　等 12億3068万円

そ　　の　　他 9200万円

合　　　　　計 74億8938万円

町の歳出を、人件費、扶助費、物件費など
のお金の使い方に応じて区分しています。

－性質別内訳－
町の歳出を教育費、民生費、土木費、衛生費など目的に

応じて区分しています。

－目的別内訳－

町
は
ど
の
よ
う
に
税
金
な
ど
を
使
っ
た
の
か

を
、
使
い
方
（
性
質
別
）
に
応
じ
て
説
明
し
ま
す
。

扶
助
費
は
、
児
童
手
当
、
生
活
保
護
な
ど
法

令
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
乳
幼

児
医
療
の
公
費
負
担
な
ど
町
の
施
策
と
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

主
な
事
業

q
障
が
い
者
支
援
事
業

２
億
４
８
８
７
万
円

w
私
立
保
育
所
、町
外
保
育
所
措
置
費

２
億
１
６
５
７
万
円

e
児
童
手
当

１
億
４
３
３
３
万
円

r
乳
児
医
療
費
、母
子
医
療
費
、老
人
医
療
費

６
８
９
３
万
円

公
債
費
は
、
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り

た
お
金
の
返
済
金
と
そ
の
利
息
の
支
払
い
で
す
。

平
成
19
年
度
末
借
入
残
額
は
76
億
４
３
２
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

普
通
建
設
事
業
費
は
、
道
路
や
学
校
な
ど
公

共
施
設
の
整
備
の
た
め
の
費
用
で
す
。

主
な
事
業

q
大
淀
桜
ヶ
丘
小
学
校
施
設
整
備
工
事

６
億
４
８
２
３
万
円

w
大
淀
東
部
幼
稚
園
施
設
整
備
工
事

９
３
２
５
万
円

e
基
盤
整
備
促
進
事
業

５
５
４
５
万
円

r
大
淀
町
防
災
計
画
策
定
事
業

２
５
６
０
万
円

t
桜
ヶ
丘
プ
レ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ム
整
備
工
事

２
０
４
３
万
円

y
町
内
道
路
改
良
及
び
排
水
路
整
備
工
事

１
７
５
９
万
円

u
大
淀
希
望
ヶ
丘
小
学
校
施
設
整
備
工
事

１
２
１
３
万
円

繰
出
金
は
、国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、

老
人
保
健
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
４
つ
の
特
別
会
計
へ

の
一
般
会
計
の
負
担
分
で
す
。

主
な
事
業

q
下
水
道
事
業
特
別
会
計２

億
２
０
０
０
万
円

w
介
護
保
険
特
別
会
計

１
億
６
３
５
２
万
円

e
老
人
保
健
特
別
会
計

１
億
４
５
７
７
万
円

r
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

１
億
３
５
８
４
万
円

補
助
費
等
は
、
ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
一
部

事
務
組
合
に
対
す
る
負
担
金
お
よ
び
町
内
の
各

種
団
体
に
補
助
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
で
す
。

主
な
事
業

q
南
和
広
域
衛
生
組
合
負
担
金

３
億
５
１
５
２
万
円

w
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
負
担
金

３
億
５
５
６
４
万
円

e
大
淀
病
院
事
業
会
計
負
担
金

１
億
８
３
０
７
万
円
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平成19年度 特別会計

水道事業会計

住宅改修資金等貸付金
特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

公 園 墓 地 事 業
特 別 会 計

下 水 道 事 業
特 別 会 計

建設残土公的処分地
維持管理事業特別会計

歳入　7973万円
歳出　7958万円
差引残高15万円は、翌年度繰越金となります。

歳入　21億7788万円
歳出　21億7686万円
差引残高102万円のうち財政調整基金へ52万円を繰り入れたため、

翌年度繰越金は50万円となります。

歳入　16億8805万円
歳出　17億5836万円
不足額7031万円は、20年度から繰上充用金で補填しました。

歳入　12億4012万円
歳出　12億1100万円
差引残高2912万円のうち財政調整基金へ1962万円を繰り入れた

ため、翌年度繰越金は950万円となります。

歳入　1096万円
歳出　1095万円
差引残高1万円は、翌年度繰越金となります。

歳入　12億8597万円
歳出　12億8097万円
差引残高500万円は、翌年度の財源として繰り越しています。

歳入　572万円
歳出　541万円
差引残高31万円は、翌年度繰越金となります。

病院事業会計
事 業 収 益　23億7810万円
事 業 費 用　26億1189万円　
資本的収入　01億4250万円
資本的支出　02億1761万円

当年度の事業状況は、入院患者数4万1651人（１日
平均113.8人）外来患者数13万5984人（1日平均
503.6人）となりました。
医師・看護師不足等、病院経営は厳しい状況が続い

ておりますが、今後も自治体病院としての役割を担い、
地域医療の充実と医療サービスの向上に努めていきます。

てん

事業収益　3億2698万円 事業費用　2億9661万円　
資本的収入 3億9378万円 資本的支出 1億8055万円

平成19年度末では、7999件（量水器取付件数）、2
万432人に給水を行っています。
建設改良事業では、3ヵ年計画に基づく浄水施設整備

事業をスタートさせました。また、配水施設改良事業
において、西増・中増地内配水管改良工事や下水道事
業に伴う配水管移設工事等を施工しました。
今後も、「安全でおいしい水」の安定した供給に努め

ていきます。

平成平成1919年度年度 平成平成1919年度年度 平成19年度 

特

別

会

計

水
道
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
平

成
19
年
６
月
に
公
布
さ
れ
、
こ

れ
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
は
、

毎
年
度
、
健
全
化
判
断
比
率
と

資
金
不
足
比
率
を
公
表
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
健

全
化
判
断
比
率
が
、「
早
期
健

全
化
基
準
」、「
財
政
再
生
基
準
」

を
超
え
る
と
、
財
政
健
全
化
ま

た
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定
・

公
表
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
財
政

健
全
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等

の
赤
字
額
が
町
の
標
準
的
な

収
入
に
占
め
る
割
合
を
指
標

化
し
た
も
の
で
、
財
政
運
営

の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。

本
町
で
は
、
平
成
19
年
度
は

黒
字
で
あ
っ
た
の
で
、
該
当

な
し
と
な
り
ま
し
た
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

公
営
企

業
の
資
金
不
足
額
も
含
め
た
、

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
額
が
、

町
の
標
準
的
な
収
入
に
占
め

る
割
合
を
指
標
化
し
た
も
の

で
、
こ
れ
も
平
成
19
年
度
は

黒
字
で
あ
っ
た
の
で
、
該
当

な
し
と
な
り
ま
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率

町
の
借
入

金
の
返
済
に
か
か
る
費
用
が
、

町
の
標
準
的
な
収
入
に
占
め

る
割
合
を
指
標
化
し
た
も
の

で
、
平
成
19
年
度
は
14
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率

現
時
点
で
借

入
金
な
ど
の
町
が
今
後
負
担

す
る
と
見
込
ま
れ
る
費
用
が
、

町
の
標
準
的
な
収
入
に
占
め

る
割
合
を
指
標
化
し
た
も
の

で
、
将
来
の
財
政
負
担
を
示

す
も
の
で
す
。
本
町
で
は
、

平
成
19
年
度
は
12
・
８
％

と
な
り
ま
し
た
。

資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
に

お
け
る
資
金
不
足
の
額
が
公

営
企
業
の
事
業
規
模
に
占
め

る
割
合
で
、
経
営
状
況
の
深

刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。
平

成
19
年
度
に
つ
い
て
は
水
道

事
業
、
病
院
事
業
、
下
水
道

事
業
と
も
に
資
金
不
足
で
は

な
い
た
め
、
該
当
な
し
と
な

り
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
等

※ 実質赤字、連結実質赤字および資金不足がないため、
「―」（該当なし）としてます。

健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 ― 015% 20%
連結実質赤字比率 ― 020% 40%
実質公債費比率 14.6% 025% 35%
将 来 負 担 比 率 12.8% 350% ―

資金不足比率 経営健全化基準
下 水 道 事 業 ―
水　道　事　業 ― 020%
病　院　事　業 ―



漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

平
成
20
年
町
議
会
第
３
回
定
例
会

が
、
９
月
５
日
（
金
）
か
ら
９
月
16

日
（
火
）
ま
で
開
か
れ
、
次
の
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

掲
載
し
ま
す
。

議
　
決
　
事
　
項

■
平
成
19
年
度
大
淀
町
一
般
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

■
平
成
19
年
度
大
淀
町
住
宅
改
修
資

金
等
貸
付
金
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

■
平
成
19
年
度
大
淀
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

■
平
成
19
年
度
大
淀
町
老
人
保
健
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
平
成
19
年
度
大
淀
町
介
護
保
険
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
平
成
19
年
度
大
淀
町
公
園
墓
地
事

業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
平
成
19
年
度
大
淀
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
平
成
19
年
度
大
淀
町
建
設
残
土
公

的
処
分
地
維
持
管
理
事
業
特
別
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
平
成
19
年
度
大
淀
町
病
院
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
平
成
19
年
度
大
淀
町
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
大
淀
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
、
議
員
の
報
酬
の

支
給
方
法
等
に
関
す
る
規
定
が
他
の

行
政
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
の
支

給
方
法
等
に
関
す
る
規
定
か
ら
分
離

さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
う
も
の
で
す
。

■
大
淀
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

本
町
に
お
い
て
も
同
制
度
を
活
用
す

る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

■
大
淀
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

も
の
で
す
。

■
平
成
20
年
度
大
淀
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

■
平
成
20
年
度
大
淀
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

■
平
成
20
年
度
大
淀
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

■
旧
大
淀
町
立
大
淀
第
一
小
学
校
解

体
工
事
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

（
議
員
提
案
）

■
大
淀
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
岡

田
昌
久
さ
ん
（
口
越
部
）
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

■
大
淀
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

町
教
育
委
員
に
霜
辻
美
保
さ
ん

（
花
吉
野
ガ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
）
を
任

5

決

算

の

認

定

条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正

意

　

見

　

書

そ

　

の

　

他

平
成
20
年
度
予
算
の
補
正

だ
よ
り 

平
成
　
年
町
議
会
第
３
回
定
例
会 

20

命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
島
田

英
憲
さ
ん
（
北
町
１
丁
目
）
を
推
薦

す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
意
見
を

求
め
る
も
の
で
す
。

■
燃
料
、
肥
料
、
飼
料
、
農
業
資
材

等
の
価
格
高
騰
に
対
す
る
緊
急
対

策
を
求
め
る
意
見
書

■
社
会
保
障
費
２
２
０
０
億
円
抑
制

方
針
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

配
水
管
か
ら
各
家
庭
の
水
道

メ
ー
タ
ー
ま
で
、
漏
水
調
査
を

お
こ
な
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
深
夜
（
午
前
２
時

ご
ろ
）
に
ま
で
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
は
水
道
部
が
委

託
し
た
専
門
業
者
が
お
こ
な
い

ま
す
。不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
、

水
道
部
発
行
の
身
分
証
の
提
示

を
求
め
る
か
、
水
道
部
給
水
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

10
月
初
旬
か
ら
平
成
21
年
１

月
末
ま
で

■
区
　
域

中
増
、
西
増
、
増
口
、
出
口
、

比
曽
、
上
比
曽
、
北
野
、
北

六
田
、
馬
佐
、
土
田
、
南
大
和
、

口
桧
垣
本
、
畑
屋
、
芦
原
、

新
町
１
丁
目
、
新
町
２
丁
目
、

新
町
３
丁
目
、
岡
崎
１
丁
目
、

岡
崎
２
丁
目
、
岡
崎
３
丁
目
、

西
町
１
丁
目
、
西
町
２
丁
目
、

西
町
３
丁
目
、
西
町
５
丁
目

■
問
い
合
わ
せ
先

町
水
道
部
給
水
課
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教　育　施　設 公　　開　　日　　時

県では、県民のみなさんの教育に関する意識や関心を高めるとともに、家庭、地域社会および学校が一層
連携を深め教育の充実と発展を図ることを目的に、11月１日を奈良県教育の日と定めています。また今年度は、
教育の日を含む10月26日（日）から11月１日（土）までを奈良県教育週間としています。
本町では、平成19年度に町内の町立３幼稚園、３小学校、１中学校で初めて３日間の学校（園）公開を実

施しました。公開期間中には、多くの人に園や学校での授業の様子や施設などをご覧いただき、教育の充実
と発展を図るため、たくさんのご意見やご感想をお寄せいただきました。
本年度も、町教育委員会では教育週間中に次の日程で町立幼稚園・小学校・中学校を町民のみなさんに公

開します。この期間中に、各幼稚園・小学校・中学校を参観し、子どもたちの学習の様子や施設などをご覧
いただき、ご意見やご感想をお寄せください。
なお、参観の際は、安全管理のため受付で住所・氏名を記入していただきますのでご協力をお願いします。

10月29日（水）から10月31日（金）まで
午前９時から午後２時まで
※　駐車場は、それぞれの幼稚園にあります。

10月30日（木）から11月１日（土）まで
午前９時30分から午前11時30分まで
※　駐車場は、学校で準備しています。

11月６日（木）から11月８日（土）まで
午前９時30分から午前11時30分まで
※　11月8日は、午前11時30分から午後１時30分までです。
※　駐車場は、学校で準備しています。

10月29日（水）から10月31日（金）まで
午前９時30分から午前11時30分まで
※　町文化会館の駐車場を利用してください。

※　１．幼稚園・学校の参観の際は、園児・児童・生徒の活動に支障のないようにしてください。
２．園内・校内での携帯電話の使用はご遠慮ください。
３．幼稚園および学校敷地内は全面禁煙です。ご協力ください。

■問い合わせ先 町教育委員会学務課　10747%21522

奈良県の子どもたちについて考える奈良県民教育フォーラムが開催されます。
町内の町立幼稚園・学校を参観し、子どもたちの姿や学校（園）の様子を知るとともに、子どもたち

のこと、これからの教育のことを一緒に考えましょう。

■日　時 11月１日（土）午後１時30分から午後４時15分まで
■場　所 県橿原文化会館　大ホール
■内　容 全国学力・学習状況調査についてのパネルディスカッションをとおして、奈良県の子ども

たちやこれからの教育について考えるフォーラム

奈良県民教育フォーラムが開催

大 淀 緑 ヶ 丘 小 学 校

大 淀 幼 稚 園
西 部 幼 稚 園
東 部 幼 稚 園

大 淀 桜 ヶ 丘 小 学 校
大 淀 希 望 ヶ 丘 小 学 校

大 淀 中 学 校

教育週間に学校（園）を公開します 教育週間に学校（園）を公開します 教育週間に学校（園）を公開します 
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ごみの出し方にご注意を！
ごみ収集作業中のパッカー車の荷箱から煙が

出て、爆発音とともにごみが炎上する事故が発
生しました。荷箱からは、ガス抜き処理がされ
ていないカセットボンベやスプレー缶が確認さ
れました。
一歩間違えれば命に関わる事故も、ごみを出

す際の小さな心がけひとつで防げるものです。
みなさん一人ひとりが、次のことに注意してく
ださい。
◇ごみの中に、全部使い切っていないスプレー
缶や発火しやすい燃料などは、絶対に入れな
いでください。
◇スプレー缶は必ず全部使い切り、火の気のな
い風通しの良い所
で穴をあけてから
出してください。
■問い合わせ先
町役場住民生活課

町立大淀幼稚園ＰＴＡがバザー
■日　時 11月13日（木）

午前10時から午前11時30分まで
※　商品がなくなりしだい終了します。
■場　所 町文化会館 小ホール（１階）
■問い合わせ先 町立大淀幼稚園ＰＴＡ

10747%25378

県立大淀養護学校
大淀町・下市町・吉野町地域別懇談会

今後の障害者（児）福祉の充実に向けて、地域
内での連携を深めるため地域別懇談会を開催し
ます。
参加を希望する場合は、大淀養護学校に問い

合わせてください。
■日　時 11月４日（火）午前10時から正午まで
■場　所 町役場 会議室201
■テーマ 「これからの障害者福祉について

～支援の充実について考えよう～」
■問い合わせ先
県立大淀養護学校 進路指導部
10747%27655

英会話サークルでは、昨年
９月から町立大淀中学校英
語指導助手のジャレード
さんを講師に、ボランティ
アのみなさんの協力のもと、
町中央公民館で英会話の勉強をおこなっています。
英会話を通じて外国の文化や生活に接する良

い機会です。みなさんぜひ気軽に参加してくだ
さい。
また、サークル運営を手伝うボランティアの

講師も募集しています。

10月20日（月）から26日（日）までは行政相談週間
です。
定期の相談のほかに次の場所で特設相談所を

開設します。
身の回りの気になっていること、どこに相談

すればいいかわからない、また困っていること
などがあれば、本町の行政相談委員に気軽に相
談してください。
相談は無料で、秘密は厳守します。
※ 年金の加入記録については、お近くの社会
保険事務所へ相談してください。

行政なんでも相談所を開設

■日　時 10月24日（金）
午後１時から午後４時まで

■場　所 町役場２階　会議室203
■相談の相手
行政相談委員　梶嶋　節子さん（新野）

米田　武男さん（矢走）
■問い合わせ先 町役場総務課

《特設行政相談所》

英会話サークル会員募集

■日　時 毎週木曜日
午後７時30分から午後９時30分まで

■場　所 町中央公民館
■対　象 本町在住の人
■会　費 年間2000円
■内　容 初歩から初級程度
■講　師　ジャレード・クリストマンさん

（町立大淀中学校英語指導助手）
■申　込 サークル活動日に直接町中央公民

館に来てください。
■問い合わせ先 町教育委員会生涯学習課
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健康と長寿を願って
高齢者福祉月間

第22回奈良県消防操法大会に出場
町消防団

事故“梨（なし）”で交通安全
秋の交通安全県民運動

９月３日（水）、橿原運動公園駐車場で第22回奈良
県消防操法大会が開かれ、「小型ポンプ操法の部」に吉

野支部を代表して町消防団が出場しました。

この大会は、消防団員の消防操法技術の向上と士

気の高揚を図り、火災が起こった時に迅速・的確に

消火活動が行えるよう、奈良県および奈良県消防協

会の主催により２年に１度行われています。今回の

大会には、県内各支部を代表して17チーム約130人が
参加しました。

開会式直後に出場した町消防団の操作員は、キビ

キビとした動作で確実に操作をこなし、見事な一連

の動き披露すると、観客席から大きな拍手が送られ

ました。

■第22回奈良県消防操法大会に出場した操作員
西本直樹　操作員（第３分団団員）

青木宏至　操作員（第５分団団員）

松本　誠　操作員（第７分団班長）

山口真史　操作員（第８分団団員）

田中　番　操作員（第９分団団員）

志水邦年　操作員（本部団員）

秋の交通安全県民運動が、９月21日（日）から30
日（火）までの10日間にわたって実施されました。

22日（月）には、交通安全団体などが、芦原南交
差点でドライバーに「スピード注意」「事故なし」な

どと文字の入った梨などを配布し、交通事故防止

を呼びかけました。

また、運動期間中、早朝や夜間の街頭啓発、高

齢者に対する啓発などの事業が展開されました。

▲機敏な動きを披露

▲りりしく整列する操作員のみなさん

啓発を行う交通安全s
関係者のみなさん

t“梨”で事故無しを
呼びかけました

９月の高齢者福祉月間中、高齢者が生きがいを

もって健康で安心して生活できる社会を築くこと

を目的に、町内でいろいろな敬老事業が行われま

した。

米寿（88歳）、白寿（99歳）および100歳以上の高
齢者には、敬老のお祝いの品が贈られました。

また、９月17日（水）には、町文化会館あらかし
ホールで、町老人クラブ連合会の総会と町高齢者

福祉大会が開催され、町長をはじめ多くの来賓か

ら長寿のお祝いの

言葉が贈られまし

た。また漫才や歌

謡ショーのアトラ

クションでは、楽

しいひとときを過

ごしました。
▲高齢者福祉大会でアトラクションを
楽しむ参加者
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全国消防救助大会で入賞
中吉野広域消防組合

t入賞した
森田嘉郎消防士（左）
西口嘉伸消防士（右）

熱戦！少女バレーボール大会
町教育長杯

９月14日（日）、町立平畑体育館で町教育長杯争
奪少女バレーボール大会が開催されました。

大会には、町内スポーツ少年団５支団から６チ

ームが参加し、トーナメント形式で熱戦が繰り広

げられました。

◆主な結果　

優　勝　

北野スポーツ少年団

準優勝　

緑ヶ丘Aスポーツ少年団

第３位　

中西増スポーツ少年団

2009近畿まほろば総体を盛り上げよう！！
高校生実践活動「わっしょい倭（YAMATO）」

子どもたちに夏の思い出をプレゼント
商工会ふるさとまつり

８月31日（日）、第16回「ふるさとまつり～ちびっ
こフェスティバル～」が行われました。

この催しは、町商工会青年部が中心になり、子

どもたちにふるさと大淀で夏の楽しい思い出を作

ってもらうこと、また参加者同士のふれあいと地

域の活性化を目的に毎年開催しています。

会場の町文化会館では、子どもを対象とした映

画の上映や各種団体の発表、大道芸、フワフワ遊具、

ゲームコーナー、手作りおもちゃ体験、また、商

工フェアーや模擬店、バザーなど盛りだくさんの

催しが行われ、たくさんの人でにぎわいました。

バザーなどs
たくさんの
人でにぎわ
いました

８月29日（金）、福岡県北九州市で開催された第
37回全国消防救助技術大会で、ロープ応用登はん
の部に奈良県代表として出場した中吉野広域消防

組合消防本部の森田嘉郎消防士と西口嘉伸消防士

の二人がみごと入賞しました。

この大会は、（財）全国消防協会の主催で、救助

技術の向上などを目的に開催されています。ロー

プ応用登はんは、二人一組で協力し長さ15メート
ルのロープを機材を使わず素早く正確に登るもので、

全国から50組が参加しました。
競技では順位は争わず、違反せずに16秒以内な

ら入賞となります。二人のタイムは11秒６で、優
秀な成績をおさめ入賞を果たしました。

「2009近畿まほろば総体（全国高校総体）」の開催
に伴い、県立大淀高等学校の生徒２人が森下町長を

訪問し、「2009近畿まほろば総体」を多くの町民のみ
なさんに知ってもらおうと、啓発用横断幕の目録を

手渡しました。

「2009近畿まほろば総体（全国高校総体）」は平成
21年７月末から８月半ばまで、奈良県を主会場とし
て開催されるもので、本町では町平畑運動公園サッ

カー場がサッカー競技の会場となります。今回の訪

問は、大会を成功させるためにと、奈良県内の高等

学校の生徒たちによる高

校生実践活動「わっしょ

い倭（YAMATO）」の一

環として行われました。

t町長に目録を手渡す、県立
大淀高等学校の玉井恒記さ
んと大谷慶子さん

●優勝した北野スポーツ少年団
キャプテン　藤山智美さんのコメント
今年になってはじめての優勝だったので本当にうれし

いです。次も勝てるようにみんなで練習がんばります。

▲優勝した北野スポーツ少
年団のみなさん
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■日　　　　時 10月21日（火）小雨決行
■行　き　先 十津川村・天川村方面

（十津川玉置神社・十津川村歴史民俗資料館・天川栃尾観音堂・永豊寺ほか）
■交　　　　通 町マイクロバス
■参　加　費 無料（ただし、玉置神社拝観料・資料館入館料は各自負担）
※　昼食・飲み物・雨具等は各自持参してください。
■申し込み方法 ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号を明記して申し込んでください。20人を超える

場合は抽選とします。（10月17日必着）
■申し込み・問い合わせ先 町教育委員会生涯学習課　10747%21522

社会見学会を実施します

本
町
で
は
、
平
成
20
年
度
に
５

件
の
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
て
耐

震
診
断
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
耐

震
診
断
を
受
け
た
い
人
は
、
申
請

書
類
な
ど
を
町
役
場
建
設
産
業
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
耐
震
診
断
費
用

自
己
負
担
金
な
し

※

耐
震
診
断
費
用
を
国
・
県
・

町
が
負
担
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

町
内
で
次
の
要
件
を
満
た
す
木

造
住
宅

q
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
（
在
来
軸

組
工
法
で
、
２
階
建
て
以
下
の

も
の
〈
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅

を
含
む
〉）

※

店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
の
場

合
、
店
舗
な
ど
に
供
す
る
床
面

積
が
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
未

満
の
も
の

w
延
べ
面
積
が
２
５
０
平
方
メ
ー

ト
ル
（
約
75
坪
）
以
下
の
も
の

■
募
集
件
数

５
件
（
募
集
件
数
に
な
り
し
だ

い
、
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。）

■
受
付
期
間

10
月
31
日
（
金
）
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で

■
申
込
方
法

申
請
書
な
ど
を
町
役
場
建
設
産

業
課
に
持
参
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※

申
請
書
類
な
ど
は
町
役
場
建

設
産
業
課
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（http://www.town.oyodo.nara.jp/

）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
建
設
産
業
課

大
規
模
地
震
の
発
生
に
備
え
た
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
建
築
さ
れ
て
か
ら
一
定
期
間
を
過
ぎ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
を
支
援
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
奈
良
県
に
登
録
さ
れ
て
い
る
耐
震
診
断
員
に
よ
る
耐

震
診
断
を
受
け
る
際
に
、
国
・
県
・
町
が
そ
の
費
用
を
助
成
す
る

も
の
で
す
。

木
造
住
宅

耐
震
診
断
に
か
か
る
費
用
を
助
成

９
月
６
日
、
ち
び
っ
子
桧

垣
本
座
は
猿
楽
桧
垣
本
座
に

ゆ
か
り
の
あ
る
桧
垣
本
八
幡

神
社
で
連
吟
「
吉
野
天
人
」

を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
能
楽
笛
方
藤
田
流
11
世
宗

家
藤
田
六
郎
兵
衛
師
も
３
曲

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
能
楽
笛

方
の
３
つ
の
流
儀
、
藤
田
流
、

森
田
流
、
一
噌
流
は
さ
か
の

ぼ
る
と
全
て
笛
の
名
手
で
あ
っ
た
桧
垣
本
彦
兵
衛
の
弟
子
で
し

た
。
藤
田
師
は
演
奏
の
合
間
に
桧
垣
本
と
の
関
わ
り
や
子
ど
も

た
ち
が
能
楽
に
触
れ
る
機
会
を
も
つ
意
義
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
座
員
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
か
ら
座
員
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
（
舞
４
人
・
笛
５
人
・
小

鼓
４
人
・
太
鼓
５
人
）
を
決
め
て
舞
囃
子
「
竹
生
島
」
の
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
先
生
た
ち
は
手
本
を
示
し
、
座
員
一
人
一
人

に
と
て
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
座
員
も
メ
モ
を
と
り
一
所
懸

命
練
習
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ち
び
っ
子
桧
垣
本
座
の
練
習
を

見
に
き
て
く
だ
さ
い
。
10
月
の
練
習
日
は
６
日
と
20
日
で
す
。

場
所
は
役
場
３
階
で
午
後
５
時
半
か
ら
２
時
間
で
す
。

▲藤田六郎兵衛先生

▲桧垣本八幡神社で演奏する座員 ▲小鼓の練習
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当
町
比
曽
に
は
、
町
を
代
表
す
る

寺
院
と
し
て
曹
洞
宗
・
世
尊
寺
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
世
尊
寺
が
で
き
た
の

は
、
今
か
ら
２
６
０
年
ほ
ど
前
の
寛

延
４
（
１
７
５
１
）
年
。
そ
れ
以
前

は
、
現
光
げ
ん
こ
う

寺じ

（
比
曽
寺
）
と
よ
ば
れ

た
、
真
言
律
宗

し
ん
ご
ん
り
っ
し
ゅ
うの
寺
院
が
こ
こ
に
あ

り
ま
し
た
。『
日
本
書
紀
』
欽
明
き
ん
め
い

紀き

に
記
す
「
放
光
樟
仏

ほ
う
こ
う
し
ょ
う
ぶ
つ」
を
本
尊
と
す

る
、
飛
鳥
時
代
か
ら
続
く
吉
野
髄
一

の
古
刹
と
し
て
、
ひ
ろ
く
世
に
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
古
刹
の
歴
史
を
物
語
る
絵
巻

が
、
世
尊
寺
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

絵
巻
は
上
下
２
巻
か
ら
な
り
、
上
巻

は
詞
こ
と
ば６
段
・
絵
６
段
、
下
巻
は
詞
７

段
・
絵
６
段
、
絵
画
・
漢
文
か
な
交

じ
り
体
の
文
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

紙し

高こ
う

（
巻
物
の
縦
の
長
さ
）
は
ど
ち

ら
も
35
b
、
横
の
長
さ
（
全
長
）
は

そ
れ
ぞ
れ
約
９
c
で
す
。

上
巻
は
、
光
を
放
つ
樟
で
作
ら
れ

た
日
本
最
古
の
釈
迦
・
観
音
像
の
由

来
と
、
仏
像
２
躯く

が
当
寺
に
ま
つ
ら

れ
る
ま
で
の
由
緒
が
説
か
れ
て
い
ま

す
。
下
巻
は
、
沈
水
香

ぢ
ん
す
い
こ
う
の
流
木
で
作

ら
れ
た
十
一
面
観
音
像
と
聖
徳
太
子

像
の
事
、
比
曽
（
蘇
）
寺
や
現
光
寺

の
寺
号
、
栗
天
八
一

り
っ
て
ん
は
ち
い
ち
の
山
号
の
由
来
、

鎌
倉
時
代
の
伽
藍
の
様
子
、
天
皇
の

行
幸
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
残
念
な
こ
と
に
絵
巻

に
は
、
作
者
を
示
す
落
款
や
、
制
作

年
を
示
す
奥
書
が
あ
り
ま
せ
ん
。
絵

巻
を
描
い
た
の
は
誰
だ
っ
た
の
か
。

い
つ
作
ら
れ
た
の
か
。
ど
う
し
て
落

款
は
お
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
の
高
橋
平

た
か
は
し
な
り

明あ
き

さ
ん
は
、
絵
巻
が
西
大
寺
の
高

僧
・
叡
尊
の
弟
子
達
に
よ
る
復
興
の

場
面
で
終
わ
る
理
由
に
つ
い
て
、
西

大
寺
と
縁
の
深
い
寺
院
で
あ
る
こ
と

を
示
す
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
、
と

推
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
代

の
絵
画
表
現
に
よ
る
比
較
か
ら
、
こ

の
絵
巻
の
制
作
は
、
現
光
寺
が
世
尊

寺
と
し
て
再
興
さ
れ
る
以
前
の
17
世

紀
後
半
ご
ろ
で
、
京
狩
野
家

き
ょ
う
か
の
う
け

当
主
・

狩
野
か
の
う

永
納
え
い
の
う
（
１
６
３
１
―
１
６
９
７
）

に
近
い
絵
師
が
推
測
さ
れ
る
、
と
し

て
い
ま
す
。

17
世
紀
後
半
ご
ろ
と
い
う
と
、
現

光
寺
に
関
す
る
記
録
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
境
内
は
荒
れ
果
て
、
ず
い
ぶ
ん

衰
微
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

と
関
連
し
て
「
堯
恕
法
親
王
日
記

ぎ
ょ
う
じ
ょ
ほ
っ
し
ん
の
う
に
っ
き

」

延
宝
え
ん
ぽ
う
８
年
（
１
６
８
０
）
３
月
13
日

に
登
場
す
る
、「
吉
野
山
世
尊
寺
之

仏
像
」
の
記
事
に
注
目
し
た
の
は
、

同
志
社
大
学
教
授
の
竹た
け

居い

明あ
き

男お

さ
ん

で
す
。
延
宝
８
年
の
こ
の
日
、
京
都

の
仏
光
ぶ
っ
こ
う

寺じ

で
、
吉
野
山
の
宝
物
と

「
世
尊
寺
」
の
宝
物
が
ご
開
帳
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
な
か
で
も
、「
世
尊

寺
」
か
ら
出
品
さ
れ
た
も
の
は
、
放

光
樟
仏
と
さ
れ
る
、
七
尺
（
約
２
・

３
c
）
の
釈
迦
如
来
で
し
た
。

す
な
わ
ち
、
延
宝
年
間
の
ご
開
帳

が
契
機
と
な
り
、
西
大
寺
系
の
真
言

律
宗
と
、
京
都
の
公
家
や
絵
師
た
ち

の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
現
光
寺
改

め
、「
世
尊
寺
」
と
し
て
の
伽
藍
の

復
興
運
動
が
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
運
動
の
さ
な
か
、
こ
の
絵
巻
は
、

「
現
光
寺
時
代
」
の
縁
起
の
集
大
成

と
し
て
、
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
復
興
運
動
は
ど
う

い
う
わ
け
か
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

絵
巻
は
、
完
成
の
証
で
あ
る
落
款
が

押
さ
れ
な
い
ま
ま
、
と
う
と
う
日
の

目
を
み
る
こ
と
な
く
、
お
蔵
入
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
後
、
禅
僧
の
朴
導
ぼ
く
ど
う

秀
拙
し
ゅ
う
せ
つが
入
寺
し
た
こ
ろ
、
本
格
的
な

寺
院
復
興
が
始
ま
り
ま
す
。

絵
巻
は
、
本
年
の
５
月
末
に
一
週

間
、
世
尊
寺
で
特
別
公
開
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
２
年
間
に
わ

た
る
審
議
の
結
果
、
本
年
７
月
23
日
、

町
指
定
有
形
文
化
財
（
絵
画
）
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

※

絵
巻
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
を

知
り
た
い
人
は
、
町
教
育
委
員
会

か
世
尊
寺
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

◇
町
教
育
委
員
会
　
　

文
化
財
技
師
　
松
田
　
度▲絵巻特別公開（５月25日）の様子

お
さ
れ
な
か
っ
た
落
款
の
話

（
お
お
よ
ど
の
指
定
文
化
財

そ
の
７

現
光
寺
縁
起
絵
巻
）

平成20年度文化財事業の一環として、町民を対象に歴史学習会を行います。
郷土の歴史と文化から、新しいまちづくりのきっかけを探してみませんか。
■日　時 10月10日（金）午後７時から１時間半程度　
■テーマ 持尾の歴史と文化
■場　所 持尾公民館
■問い合わせ先 町教育委員会事務局生涯学習課　10747%21522

「おおよど歴史学習会」を実施します

ら
っ
か
ん

11
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町保健センター　1　 0747－52－9403　 
　　　　　　　　FAX 0747－52－9404
町ホームページからも申し込みができます。 
　　　　 http://www.town.oyodo.nara.jp

●子どもの健康診査
実 施 日 ・ 受 付 時 間 対　　　　　象

４ヵ月児健康診査 10月14日（火）・午後１時30分～午後２時 H20.５.16～H20.６.15生まれ
11月13日（木）・午後１時30分～午後２時 H20.６.16～H20.７.17生まれ

10ヵ月児健康診査 10月15日（水）・午後１時30分～午後２時 H19.11.16～H19.12.15生まれ
11月14日（金）・午後１時30分～午後２時 H19.12.16～H20.１.18生まれ

３歳児健康診査 10月23日（木）・午後１時15分～午後２時 H17.３.１～H17.４.30生まれ
※１　対象児には問診票を送付します。 ※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　４ヵ月児健康診査では、ＢＣＧ予防接種を同時実施します。

※１　対象児には予診票を送付します。
※２ 受付時間は午後１時30分から午後２時までです。ただし、三種混合2期については、1期終了後から午後２
時30分まで、麻しん風しん混合（第１期・第２期）については午後１時30分から午後２時30分まで、（第３期・第
４期）については午後２時30分から午後３時までです。

※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。
★転入等で、受けていない予防接種の予診票を持っていない人は、町保健センターに連絡してください。
〈連絡のない場合は、予防接種の案内ができませんので、ご了承ください〉

●予防接種

［乳幼児］午前９時から午前11時まで　　　　
［対　象］身体計測や、保健師・栄養士に

よる健康や育児についての相談
を行います。

［成　人］午後２時から午後４時まで
尿検査・血圧測定・保健師や栄
養士による健康についての相談
を行います。

●各種教室

予防接種名 実施日 対　象　児
今月通知する子 前の対象で受けていない子

H20.４.１～H20.４.30生まれの子

H19.９.25～H19.10.29生まれの子

H19.７.１～H19.12.31生まれの子

H18.８.１～H18.８.31生まれの子

麻しん風しん混合

ポ　　リ　　オ

三　種　混　合

百 日 ぜ き
ジフテリア
破　傷　風（ ）

10月８日（水）
11月10日（月）
12月１日（月）

10月29日（水）

10月20日（月）

７歳６カ月未満の子

「Ⅰ期初回」の接種を終了
した７歳６カ月未満の子

小学６年生の子

１歳から２歳未満の子

幼稚園・保育所等の年長児

中学校１年生に相当する年
齢の人
高校３年生に相当する年齢
の人

７歳６カ月未満の子

1期
初回
1期
追加

2期

第１期

第２期

第３期

第４期

※１　町保健センターへ電話で申し込んでください。（町ホームページから申し込みできます。）
※２　料金は無料です。

離乳食教室
実 施 日 時 ・ 内 容 場　所 対　象

（離乳食の進め方などについて、みん
なで楽しく調理実習しながら学びま
しょう！）

１歳未満のお子さ
んがいるお母さん、
赤ちゃんの世話を
している人

10月22日（水）午後１時30分から午後３時30分まで
（離乳食の進め方の話や調理実習） 町保健センター

〔第２期…年長児〕・〔第３期…中学１年生に相当する年齢の人〕・〔第４期…高校３年生に相当する年齢の人〕
麻しん風しん混合予防接種（第２・３・４期）を終了していないお子さんについては、来年３月31日までに接

種を受けてください。来年の４月以降は、接種対象外となります。集団接種日に受けられない場合は、個別接種
（病院等での接種）も可能です。申請等の手続きが必要ですので町保健センターに連絡してください。

麻しん風しん混合予防接種について
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●検　　診

※場所は町保健センターです
※町保健センターへ電話で申し込んでください。（町ホームページからも申し込みできます。）
※定員は70人です。（各回とも定員になれば締め切ります。）

実施日・時間 内　容 対　象 料　金
胸部Ｘ線検査

町民で40歳以上
肺がん検診

★胸部Ｘ線撮影・問診
★必要な人は痰の検査

10月24日（金）
12月８日（月）
受付は

午後１時30分から
午後３時まで

町民で40歳以上

町民で40歳以上の
男性

町民で40歳以上
（以前町でこの検診を受診し
た人は対象になりません。）

400円
（満65歳以上は200円）

喀痰検査（必要な人）

日 

 

月 火 水 木 金 土 

14 15 16 17 18

 

21

28 29 30 31

文化会館休館日 

  

1312

19

10 11 7 8 965

※10月1日（水）から31日（金）まで町立図書館 
　のみ臨時休館となります。 

1 2 3 4

20

2726

22 23 24 25町立図書館では、システムの入れ替えにともない、10月１日か
ら31日まで臨時休館しています。
利用者のみなさんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

ご協力をお願いします。

※　休館日でも図書の返却はできます。返却ポストに入れてください。

第12回図書館まつりでは、古本交換市を開催します。
これは、利用者のみなさんからお寄せいただいた本を、
無料で自由にお持ち帰りいただく催しです。
家庭で読み終えた本や不要になった本を図書館へお持

ちください。
◇日　時 11月22日（土）午後１時15分から

（本がなくなり次第終了）
◇持ち込みの申し込み
11月１日（土）から受付開始（事前申込が必要です）
◇持ち込みの冊数　１組につき50冊まで（20組限定）
◇持ち込み図書の種類　
一般書、文庫本、児童書、絵本など
（漫画・雑誌は受け付けていません。）
【注意事項】
¡本の状態、内容によっては受け付けできない場合があ
ります

¡残った本は古本交換市終了後一週間以内に引き取りに
来てください

¡本は事前に持ち込んでください（11月12日から11月17
日まで）

第12回図書館まつり
～子どもと本の幸せな出会いのために～

講演会、手づくり工作など、子どもから大人まで
楽しめるイベントが盛りだくさんです。みなさん、
ぜひお越しください。
◇日　時　11月22日（土）・23日（日）
◇場　所　町文化会館
※ イベントの詳細などは来月号の広報紙で案内します。

手作りマリオネット教室

アルミ缶が頭になったユーモラスなマリオネット
を製作します。人形を動かすのが初めての人も経験
者も、マリオネットの楽しさを味わいませんか。
できあがったマリオネットを使って、図書館まつ

りオープニングにも参加できます。
◇日　時 11月６日（木）午後１時から午後４時まで
◇場　所 町文化会館 研修室Ｂ（２階）
◇定　員 10人程度

第１回古本交換市の本を募集します

400円
（満65歳以上は200円）

400円
（満65歳以上は200円）

400円
（満65歳以上は200円）

600円
（満65歳以上は500円）

大腸がん検診
★便潜血検査・問診

肝炎ウイルス検診
★血液検査・問診

前立腺がん検診
★血液検査・問診
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◇対　　象
ひよこクラス（ベビー集合：３ヵ月～１歳３ヵ月）
１歳３ヵ月のお子さんと保護者（月２回）
パンダクラス（１歳児）
平成19年４月１日以降に生まれ、１歳３ヵ月を過
ぎたお子さんと保護者
（ひよこクラスに所属する人は除きます）
ウサギクラス（２歳児）
平成18年４月１日以前に生まれたお子さんと保護者
ママトーク
園児、小学生の保護者
プレママっこ
妊娠中の人（プレママ登録制度があります。詳し
くは、町地域子育て支援センターまで問い合わせ
てください）

◇申込受付
町地域子育て支援センター（延明保育園内）
（電話・ＦＡＸでの申し込みはできません）
◇申込日時
月曜日から金曜日までの
午前９時から午後３時まで

町が延明保育園に委
託している事業で、利
用する人の多様なニー
ズに合わせ特別保育を
実施しています。
キッズステーション

の保育室は和風で家庭的な雰囲気です。また自然
豊かな場所にあり、駅前で利便性が良いのが特徴
です。
◇対 象 児 生後６ヵ月から小学校就学前まで

兄弟の方で小学生も利用できます。
兄弟の方の割引制度があります。

◇保育時間 月曜日から土曜日までの午前８時30分か
ら午後４時30分まで（延長保育もして
います）

◇事　　業
一時保育 冠婚葬祭やリフレッシュ、出産、検

診などの時、原則として週３日まで
お預かりします。

特別保育 定期的なパート就労、看護や介護な
どの時、1年間の利用期間において週
２日もしくは週３日のいずれかの日
数でお預かりします。

休日保育 日曜日、祝日にお預かりします。

サークルの入会を希望する人は登録を！えんめいキッズステーション
（近鉄福神駅前）
利用案内

パ
ン
ダ
ク
ラ
ス

子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事業を
実施しています。
■ク ラ ス ひよこクラス（３ヵ月～１歳３ヵ月）月２回

パンダクラス（１歳児）月曜日
ウサギクラス（２歳児以上）水曜日
ママトーク（園児、小学生の保護者）月１回
プレママっこ（マタニティー）月１回

■時　　間 午前10時～午前11時30分（９時30分から開放）
■場　　所 町地域子育て支援センター
■持 ち 物 水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２ 月・火・水曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に
利用してください。申し込みは必要ありません。
時間は午前10時から午後２時までです。

■育児相談 育児相談は随時受付をしています。
希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。

■問い合わせ 延明保育園　10747%20388

ママエアロビクス
◇日　　時 10月14日（火）

午前10時20分から午前11時まで、託児あり
プレママっこ
◇日　　時 10月21日（火）
◇内　　容 ヒーリングエクササイズ

（町主催のマタニティクラスと合同）
助産師、先輩ママとのフリートーク

ベビーマッサージ
◇日　　時 10月14日（火）
◇料　　金 初回400円、次回から200円
※　助産師が指導します。

ママトーク（要予約）
◇日　　時 10月６日（月）午前10時から正午まで
◇場　　所　町保健センター
◇内　　容　簡単夕食作り

ひ
よ
こ
ク
ラ
ス

ウ
サ
ギ
ク
ラ
ス

「自宅で子どもとの関わり方」「オムツ替え」
「授乳」など家庭での子育てについて相談がある
場合は、自宅に訪問します。気軽に利用してく
ださい。

親子ピクニック
（御所市のゴロゴロ広場）・要予約
雨天：10月８日（水）に延期、10月８日

が雨の場合は中止

ヒーリングエクササイズ（限定10組）
町主催のマタニティークラスと合同

お誕生日会
（10月生まれのお子さんを募集します。
保育園の乳児クラスと合同で行います）
要予約

育児講座「子どもへの愛し方」
限定20人、要予約、託児あり

親子ピクニック
（御所市のゴロゴロ広場）・要予約
雨天：10月８日（水）に延期、10月８日

が雨の場合は中止

うんどうあそび・手作りおやつ
おいもほり（スコップ・長ぐつをはい
てきてください）

お誕生日会
（10月生まれのお子さんを募集します。
保育園の乳児クラスと合同で行います）
要予約

育児講座「子どもへの愛し方」
限定20人、要予約、託児あり

親子ピクニック
（御所市のゴロゴロ広場）・要予約
雨天：10月８日（水）に延期、10月８日

が雨の場合は中止

小麦粉粘土あそび
（薄力粉250g、ボール１個）
おいもほり（スコップ・長ぐつをはい
てきてください）

お誕生日会
（10月生まれのお子さんを募集します。
保育園の乳児クラスと合同で行います）
要予約

ワイワイたいむ「親子クッキング」
三角きん、エプロン、ラップを持参し
てください。

育児講座「子どもへの愛し方」
限定20人、要予約、託児あり

10／７（火）

10／21（火）

10／28（火）

11／４（火）

10／７（火）

10／27（月）

10／20（月）

10／28（火）

11／４（火）

10／７（火）

10／15（水）

10／22（水）

10／28（火）

10／29（水）

11／４（火）

開所10周年記念
ちびっ子カーニバル（未就園児運動会）

日時 10月18日（土）午前９時30分から
場所 町立平畑体育館
内容 詳しくは、本紙折込チラシをご覧ください。参加希望

者は、本紙折込チラシの申込書で、10月15日（水）まで
に申し込んでください。

延長保育 午前７時から午前８時30分まで
午後４時30分から午後７時まで

◇申し込み・問い合わせ先
延明保育園　10747%20388

広　　告 広　　告
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大淀中学校英語指導助手の　　 
ジャレード・クリストマンさん 

Hello, everyone.
The weather is getting cooler, isn’t it？ I always enjoy
summer, but the cool breezes of fall feel really good.
There have been some interesting things happening,
and some will happen soon.  
For instance, two weeks ago I went to a BBQ with
other foreign English teachers in Tenkawa. We enjoyed
cooking our food and telling stories. We are all glad to
be teaching in Nara prefecture. We all talked about our
schools, students and friends.  
Also, the students at Oyodo JHS recently had their
Culture Festival. ESS students prepared a project and
shared it with other students. All students who
presented tried their best and everyone enjoyed the
Culture Festival.
Soon, Oyodo JHS will have a Sports Day. The students
seem excited and every class is making preparations. I
am excited too, because last year’s Sports Day was
great. Many students watched the Olympics this year,
so maybe they will be excited to compete on Sports
Day.
I am also planning some things for Halloween. Of
course ESS will have some activities, but I am also
planning a Halloween party for English teachers. When
I was a child, Halloween was my favorite holiday, so I
want to enjoy it with everyone.
Jared Christman

こんにちは、みなさん
涼しくなってきましたね。僕は、いつも夏は楽しいの

ですが、秋の涼しいそよ風は、本当に気持ち良く感じます。
最近、おもしろいことがいくつかありました。また、す
ぐ楽しいことがやってきます。
例えば、2週間前、僕は他のALTと天川へバーベキュー
をしに行きました。バーベキューをして、いろんな話を
して楽しかったです。僕たちは、全員奈良県でALTがで
きよかったと話していました。僕たちは自分の学校のこと、
生徒のこと、友達のことなど話しました。
それから、大淀中学校では文化祭がありました。ESS

部はプロジェクトの練習にみんなで取り組みました。発
表者はみんな頑張りました。楽しい文化祭でした。
大淀中学校ではまもなく体育大会があります。生徒た

ちは嬉しくてワクワクしているし、どのクラスも準備に
追われています。僕も楽しみでワクワクしています。と
いうのも昨年の体育大会が素晴らしかったからです。今
年は多くの生徒たちがオリンピックを見たので、おそら
く今年の体育大会はすごくエキサイトするだろうと思い
ます。
僕は、ハロウィーンの計画も立てています。もちろん

ESS部の部活動と英語科の先生たちにも何かちょっとし
たことを計画しています。僕が子どものころは、ハロウ
ィーンは1番好きな祝日だったので、みんなといっしょに
ハロウイーンを楽しみたいと思っています。
ジャレード　クリストマン

問い合わせ　　1　　0746－34－5501 
　　　　　　ＦＡＸ　0746－34－5502

（ミズノウエルネス大淀） 

食欲の秋！運動の秋！自分にあったペース、内容では
じめてみませんか。

10月から定期利用をはじめようかなと考えている人に、
お得なキャンペーンを用意しています。

トレーニングジムなんて行ったことがない、運動に
は自信がない、高齢だから不安という人でもスタッフ
が丁寧に説明、サポートしますので安心してお越しく
ださい。見学も随時できます。

※ 定期利用には、オリエンテーションへの参加が必
要ですので、事前に電話で予約をしてください。

■主　管 町教育委員会

気にせず美味しいものを食べよう！秋の入会キャンペーン！

q10･11･12月の３ヵ月間が、なんと10,000円で利用
できます。

w「体脂肪を○％まで減らしたい！」という目標を
決め、達成した人に抽選で豪華賞品があたります。

１ヵ月 4,800円／６ヵ月 26,000円／１年 48,000円

キャンペーン以外の定期利用料金

◇大淀あらかしテレビの番組に関すること
町役場企画課　10747－52－5501

◇こまどりケーブルの加入・サービス内容に関すること
こまどりケーブル　10120－667－740

大淀あらかしテレビでは、町内で行われた行事
や地域の話題、幼稚園・保育所・小学校などの様
子を放送しています。

10月は、「町内保育所・幼稚園・小学校・中学校
の運動会」「町内各地の秋祭り」などを放送する予
定です。

大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどり
ケーブルへの加入が必要です。是非加入してくだ
さい。

●台風、落雷の季節です
台風・落雷などで、ケーブルテレビが映らなく

なった場合は、こまどりケーブルまで連絡してく
ださい。

広　　告 広　　告
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～県産材の需要拡大を！～
県産材（奈良県地域認証材）を構造材に、一

定量使用した木造一戸建の専用住宅を県内に
新築する場合、工事を行う建築業者を対象に
補助金を交付します。
一戸あたり補助額は10～20万円で、対象と

なる工務店・住宅・認証材の使用量などに条
件があります。詳しくは、県林政課ホームペ
ージをご覧になるか、問い合わせてください。
■募　　集 10月31日まで
■申込方法
県地域材認証センター（橿原市内膳町）へ申
込書を持参してください。
■問い合わせ先
県林政課　10742@77469
県林政課ホームページ
http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid－1672.htm

「奈良の木の家づくり推進事業」の利用計画を募集税務署からのお知らせ
11月４日（火）から税務署の電話は、自動音声案

内に変わります。

来署による相談を希望する人は、事前のご予約
をお願いします。
■問い合わせ先　吉野税務署　10746#23385

自動音声案内

一般的な
相談

税務署に
ご用の人

「1」を選択

「2」を選択

電話相談
センター

税務署

（注）「番号が確認できません。」という案内があった場合
（注）は、電話機の「＊」を押してから番号を選択してく

ださい。

税
務
署
に
電
話

e

e

大 淀 町 職 員 募 集
大淀町職員新規採用者（平成21年４月１日採用予定）を次のとおり募集します。

１　職種及び採用予定人数
○一般事務職（行政） …………………………５人

２　採用試験受験資格
○一般事務職（行政） …………………昭和56年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人

３　採用試験日
（１）第１次試験………………………………平成20年11月16日（日）
（２）第２次試験………………………………第１次試験に合格した者に対し、詳細を通知します。

（３）試験会場…………………………………大淀町役場

※　いずれも受験申込者数により変更となることがあります。

４　受験申込書受付期間
（１）インターネットによる申込（電子申請）

平成20年10月20日（月）午前９時から同月27日（月）午後５時まで
（２）郵送による申込

平成20年10月20日（月）から同月31日（金）まで［10月31日の消印有効］
※　持参による申込の受付は行いません。

５　その他
受験申込書および試験案内は、職員採用試験委員会（町役場総務課）で配布するとともに、大淀町ホーム

ページ（http：//www.town.oyodo.nara.jp）からダウンロードすることもできます。

その他、受験手続きおよび試験案内などに関するお問い合わせは、大淀町役場総務部総務課内職員採用

試験委員会　10747%25501まで。

広　　告 広　　告
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人
は
「
う
わ
さ
」
話
が
好
き
で
す
。

数
人
集
ま
れ
ば
、
う
わ
さ
話
に
花
が

咲
き
ま
す
。

「
○
○
さ
ん
の
ご
主
人
、
会
社
ク

ビ
に
な
っ
た
ら
し
い
で
」「
×
×
さ

ん
、
意
地
悪
や
で
」「
△
△
さ
ん
、

夜
逃
げ
し
た
ら
し
い
で
」
こ
ん
な
話

を
し
て
い
る
人
の
姿
は
、
い
つ
に
な

く
生
き
生
き
し
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
ま
す
。

「
う
わ
さ
」
と
い
う
の
は
大
抵
、

人
の
不
幸
事
や
悪
口
で
す
。
テ
レ
ビ

の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
も
、
芸
能
人
や

有
名
人
の
ゴ
シ
ッ
プ
や
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
を
取
り
上
げ
れ
ば
視
聴
率
が
上
が

り
、
雑
誌
も
売
り
上
げ
が
伸
び
る
よ

う
で
す
。

人
の
不
幸
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は
、

そ
れ
が
ま
っ
た
く
根
拠
の
な
い
話
で

も
、
本
当
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
し
ま

い
ま
す
し
、
困
っ
た
こ
と
に
話
が
人

か
ら
人
へ
伝
わ
る
度
に
「
尾
ひ
れ
」

が
つ
い
て
大
層
な
話
に
す
り
替
わ
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

有
名
な
話
が
あ
り
ま
す
。
１
９
７

３
年
当
時
の
い
わ
ゆ
る
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
る
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

騒
動
で
す
。
た
ま
た
ま
ス
ー
パ
ー
の

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
安
売
り
で

「（
売
り
切
れ
る
と
）
紙
が
な
く
な
り

ま
す
」
と
広
告
を
出
し
た
と
こ
ろ
、

「
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
紙
が
無
く
な

る
。」
と
の
「
う
わ
さ
」
と
な
っ
て
、

ま
た
た
く
間
に
全
国
に
広
が
り
、
い

た
る
と
こ
ろ
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
を
買
い
あ
さ
る
長
蛇
の
列
が
で
き

た
、
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
ち

ょ
っ
と
し
た
噂
や
誤
解
に
よ
り
国
民

が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
例
で
す
。

も
っ
と
悲
惨
な
事
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
有
名
な
話
で
す
が
、
関
東
大

震
災
時
に
お
け
る
朝
鮮
人
虐
殺
事
件

で
す
。
事
の
発
端
が
「
朝
鮮
人
が
井

戸
に
毒
を
投
げ
入
れ
た
。」
と
の
デ

マ
で
す
。
そ
れ
が
「
う
わ
さ
」
に
な

り
「
朝
鮮
人
が
暴
動
を
起
こ
し
て
い

る
。」「
ク
ー
デ
タ
ー
を
企
ん
で
い

る
。」
と
「
尾
ひ
れ
」
が
つ
い
て
伝

わ
り
、
つ
い
に
は
恐
怖
に
お
の
の
く

民
衆
が
多
く
の
朝
鮮
人
を
よ
っ
て
た

か
っ
て
虐
殺
し
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
デ
マ
や
う
わ
さ
は
驚

く
ほ
ど
の
早
さ
で
人
々
に
伝
わ
り
、

罪
の
な
い
人
を
傷
つ
け
、
民
衆
を
パ

ニ
ッ
ク
（
ヒ
ス
テ
リ
ー
）
状
態
に
落

と
し
込
め
る
こ
と
さ
え
あ
る
の
で

す
。私

た
ち
が
す
る
「
う
わ
さ
」
や
悪

口
は
、
例
え
た
わ
い
も
な
い
話
だ
と

し
て
も
、
人
の
人
格
を
傷
つ
け
、
存

在
す
ら
危
う
く
す
る
と
し
た
ら
、
決

し
て
笑
い
話
し
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ

ん
。

人
の
「
う
わ
さ
」
や
悪
口
で
「
う
さ
」

を
晴
ら
す
の
は
、
も
う
や
め
ま
せ
ん

か
。

■
町
役
場
人
権
施
策
推
進
室

■日時 午前９時～午後４時
（土、日、祝日を除く毎日）

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場人権施策推進室

■日時 毎週月・水・金曜日
午前９時～午後５時
（祝日および金曜日の午後を除く）

■場所 大淀町中央公民館３階
■問い合わせ 教育相談室　10747%21525

■日時 毎月第２・第４水曜日
午後１時～午後４時

■場所 大淀町社会福祉協議会
■問い合わせ 大淀町社会福祉協議会

10747%30589

■日時 10月16日e
午後１時～午後４時

■場所 吉野町役場

無料法律相談（３町巡回）

心配ごと合同相談

教育相談

人権相談

■問い合わせ 吉野町役場町民税務課
10747#23081

■日時 11月17日b
午後１時～午後４時

■場所 下市町役場
■問い合わせ 下市町役場住民福祉課

10747%20001
■日時 12月16日c

午後１時～午後４時
■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場住民生活課

10747%25501（要予約）

■日時 10月10日f
午後１時～午後４時

■問い合わせ 奈良県弁護士会
10747@22035（要予約）

■日時 毎週火曜日
午後１時～午後４時

■場所 下市町役場
■問い合わせ 下市町役場建設産業課

10747%20001

消費生活相談

中南和法律相談センター
無料法律相談会

■日時 10月18日g
午前９時～午後４時

■場所 大淀町中央公民館
■問い合わせ
県建築協同組合中吉野支部
10747%29971

■日時 毎月第２火曜日
午前10時～午後３時

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 県交通安全対策課

10742@78731

■日時 11月７日f
午前10時30分～午後４時

■場所 下市町保健センター
■問い合わせ 高田こども家庭相談センター

10745@26079

児童相談

無料交通事故相談

住宅増改築相談相 談 

人権コラム
Vol.19

う
　
　
　
わ
　
　
　
さ
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第
44
回
町
民
体
育
大
会

ふ
れ
あ
い
　
い
い
汗
な
が
そ
う

軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

男
性
の
料
理
教
室

家
族
介
護
者
交
流
会

第
44
回
大
淀
町
民
体
育
大
会
を
10

月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
平
畑

運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
で
開
催
し
ま

す
。大

会
当
日
は
、
会
場
周
辺
等
で
通

行
車
両
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
周
辺
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
会
場
周
辺
で
の
路
上
駐
車

は
禁
止
で
す
。
来
場
さ
れ
る
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
楽
し
く

気
軽
に
で
き
る
「
軽
ス
ポ
ー
ツ
」
の

普
及
と
住
民
の
み
な
さ
ん
の
交
流
や

ふ
れ
あ
い
、
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、「
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

10
月
25
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
　
所

平
畑
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

平
畑
体
育
館

■
内
　
容

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
、
囲
碁
ボ
ー
ル
な
ど

■
企
画
・
指
導

町
体
育
指
導
委
員

■
そ
の
他

q
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

w
当
日
午
前
８
時
現
在
で
「
奈
良
県
、

五
條
・
北
部
吉
野
」
に
警
報
が
発

令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
止
と

し
ま
す
。

e
教
室
中
に
け
が
な
ど
が
生
じ
た
場

合
、
応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、

そ
の
後
の
責
任
は
す
べ
て
参
加
者

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
体
調

に
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

■
日
　
時

11
月
20
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

■
場
　
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
　
象

本
町
在
住
の
男
性

■
定
　
員

15
人

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

筆
記
用
具

■
主
　
催

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

■
申
し
込
み

町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

家
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
に
、
介
護
か
ら
一
時
離
れ
、

気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
新
た

に
介
護
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
す

る
た
め
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

10
月
31
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
　
町
役
場
出
発

■
行
き
先

朝
護
孫
子
寺
な
ど

■
費
　
用

無
料

■
対
象
者

本
町
在
住
で
、
要
支
援
、
要
介
護

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

■
募
集
人
数

20
人
程
度

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
込
締
切

10
月
27
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
７
４
７
%2
７
７
６
０

社
会
保
険
庁
で
は
、
昨
年
12
月
か

ら
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
送
っ
て

お
り
、
現
在
は
年
金
加
入
者
の
み
な

さ
ん
を
中
心
に
送
っ
て
い
ま
す
。

（
家
族
の
中
で
も
届
く
時
期
は
一
人

ひ
と
り
異
な
り
ま
す
）

国
民
年
金
加
入
中
の
人
に
は
直
接

本
人
の
住
所
へ
、
厚
生
年
金
加
入
中

の
人
に
は
原
則
勤
務
し
て
い
る
会
社

を
通
じ
て
発
送
し
て
い
ま
す
。
年
金

記
録
に
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が
な

い
か
を
確
認
し
、「
も
れ
」
や
「
間
違

い
」
が
あ
る
場
合
も
な
い
場
合
も
、

同
封
の
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」

で
必
ず
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
記
録
問
題
を
解
決
し
、
正
し

い
額
の
年
金
を
お
支
払
い
す
る
た
め
、

一
人
ひ
と
り
に
年
金
の
記
録
を
改
め

て
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
す
の
で
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

1
０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５

○
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

1
０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
４
４

○
大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

1
０
７
４
５
@2
３
５
３
１

11
月
９
日
（
日
）
か
ら
11
月
15
日

（
土
）
ま
で
、「
火
の
し
ま
つ
　
君
が

し
な
く
て
　
誰
が
す
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
こ
の
時
季
は
特
に
火
災
が
発

生
し
や
す
い
た
め
次
の
事
項
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
な
ど
を
使
用

す
る

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る

■
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

大
淀
消
防
署

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

広　　告 広　　告



町　　　役　　　場
0747－52－5501

0747－52－5502

大　　淀　　病　　院 0747－52－8801

水　　　道　　　部 0747－52－0137

大　淀　消　防　署 0747－52－1199

教　育　委　員　会 0747－52－1522

町 中 央 公 民 館 0747－52－1524

保 健 セ ン タ ー 0747－52－9403

老 人 福祉センター 0747－52－9733

桜ヶ丘総合センター 0747－52－5402

桜 ヶ 丘 児 童 館 0747－52－8319

旭ヶ丘総合センター 0746－32－5189

杉本記念文化センター 0746－32－2489

平　畑　体　育　館 0747－52－6234

南和広域美化センター 0747－52－3253

一般廃棄物処理施設（西ヶ峰） 0747－52－8419

文　　化　　会　　館 0747－54－2110

図　　　書　　　館 0747－54－2120

大淀町社会福祉協議会 0747－53－0589

訪問看護ステーション 0747－52－1941

中 吉 野 警 察 署 0747－53－0110

吉野路大淀ｉセンター 0747－54－5361

健康づくりセンター 0746－34－5501

シルバー人材センター 0747－54－5522

ふれあい活動センター 0747－54－5533

パ ー ク ゴ ル フ 場 0745－67－0543

sssss
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町
水
道
部

量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
）
無
料
交
換

物
品
・
製
造
・
役
務
等
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
追
加
登
録

夢
わ
く
・
ワ
ー
ク
２
０
０
８
年中吉野駐車場 

至土田 
中吉野警察 大淀病院 

下市口駅 

吉野川 

至
車
坂 

千
石
橋 

至
五
条 

駐車料金　1回 300円
利用時間　24時間
●問い合わせ先　町役場総務課

検
査
期
間
の
満
了
に
伴
う
量
水
器

の
交
換
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

作
業
時
間
は
20
分
〜
30
分
で
す
。

交
換
中
は
水
道
の
使
用
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

交
換
業
務
は
水
道
部
が
発
行
す
る
証

明
書
を
持
っ
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

■
期
　
間

10
月
20
日
（
月
）
〜
24
日
（
金
）

10
月
27
日
（
月
）
〜
31
日
（
金
）

■
地
　
域

北
野
・
南
大
和
・
口
桧
垣
本
・
上

桧
垣
本
・
吉
野
平
・
金
吾
町
・
畑

屋
・
芦
原
・
矢
走
・
下
渕
全
域
・

大
岩
・
薬
水
・
今
木
・
佐
名
伝

■
問
い
合
わ
せ
先
　

町
水
道
部
給
水
課

物
品
・
製
造
・
役
務
等
に
か
か
る

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
追

加
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
た
だ
し
、
町
水
道
部
、
大
淀
病
院

を
除
き
ま
す
。）
こ
の
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
有
効
期
限
は
、

登
録
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
末
ま
で

で
す
。

■
申
請
様
式

本
町
統
一
様
式

■
提
出
部
数

１
部
（
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

■
受
付
期
間

平
成
21
年
２
月
27
日
（
金
）
ま
で

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
　
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

■
提
出
書
類

町
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（http://www.town.oyodo.nara.jp

）

■
提
出
場
所

〒
６
３
８
―
８
５
０
１

吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０

番
地
　
町
役
場
総
務
部
総
務
課

■
申
請
方
法

持
参
ま
た
は
郵
送
（
平
成
21
年
２

月
27
日
ま
で
の
消
印
有
効
）
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
の

場
合
は
必
ず
簡
易
書
留
と
し
、
封
筒

に
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
在

中
」
と
朱
書
し
て
、
返
信
用
ハ
ガ
キ

１
枚
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
総
務
課

中
学
生
の
職
場
体
験

町
立
大
淀
中
学
校
で
は
、
中
学
２

年
生
を
対
象
と
し
て
職
場
体
験
「
夢

わ
く
・
ワ
ー
ク
」
を
11
月
５
日
（
水
）

か
ら
７
日
（
金
）
ま
で
の
３
日
間
、

実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
家
庭
や

地
域
、
事
業
所
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
立
大
淀
中
学
校

1
０
７
４
７
%2
４
１
６
１

■
募
集
種
目

○
任
期
制
自
衛
官
「
２
等
陸
・
海
・

空
士
」

■
受
験
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
受
　
付

10
月
24
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
日

10
月
26
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

1
０
７
４
７
@2
３
７
８
９

自
衛
官
採
用
試
験

広　　告 広　　告
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編
集
・
発
行
大
淀
町
役
場
企
画
課
広
報
広
聴
係
／
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本
2090番

地
／
1

0747
%
25501

F
A
X
0747

%
24310／

h
ttp
：
//w
w
w
.to
w
n
.o
y
o
d
o
.n
a
ra
.jp

毎
月
1
回

1
日
発
行

のうごき
平成20年８月31日現在

●人　口 20,320人（－27）
男 9,741人（－14）
女 10,579人（－13）

●世帯数 7,625 （－12）
（ ）内は前月との比較

大淀町民憲章
（平成3年11月1日制定）

わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

１．わたくしたちは、緑と水と心のきれ
いな町をつくります。

１．わたくしたちは、互いに人権を尊び、
共に生きるあたたかい町をつくります。

１．わたくしたちは、すぐれた郷土を愛
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

１．わたくしたちは、スポーツに親しみ、
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

１．わたくしたちは、老人を敬い、子ど
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

このコーナーでは、町の
がんばっている人を紹介
します。

あこが

木 

花 

アラカシ 

梨　
花 
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広
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広
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古紙配合率100％再生紙を使用しています 

この広報紙は、再生紙を使用しています。

広告は、町の新たな財源の創出を図るために掲載しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

岡村
おかむら

好
この

夏
か

さん
町立大淀桜ヶ丘小学校6年生

両親からのコメント

（金吾町）

心も身体も綺麗な子に育ってね。
お姉ちゃんと仲良くね。

植山　 麗
れい

ちゃん
（平成20年１月17日生まれ）

うえやま

★バレーボールに熱中しています！
小学校3年生のころ、おばあちゃんとテレビ

で全日本女子バレーボールの試合を見ていて
「格好いいなぁ」とあこがれの気持ちからバレー
ボールを始めました。
今は、毎週、火曜日と木曜日の夜と土曜日と

日曜日の朝から夕方まで練習しています。練習
は厳しいけど、仲間と励ましあって頑張ってい
ます。
★たくさんの友だちができてうれしい！
今年の夏休みは、がんばって近畿大会に出場

することができました。大会では緊張してボー
ルが飛んでこないことを祈っていました（^^）。
失敗したときでも「次つなげよう！」と声を掛け
てくれる仲間がいてうれしいです。そして、大
勢の観客の中で相手のアタックを上手に返せた
時は最高でした。
他チームの友だちもたくさん出来て、バレー

ボールをやってて良かったと思います。
★目標は？
もちろん中学校でも、バレーボールをやりた

いです。目標は全日本の佐野優子さんのような
リベロになって、テレビに映ること。
頑張るから、「お母さん、大好きな煮込みハン

バーグ作ってね！」


